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(1) 動機： 我が国の森林を対象とした景観史研究は，

特に人間の資源利用と関連して分析されてきた．し

かし森林に関する景観情報を得るために通常用い

られる空中写真・地形図・町村誌等を用いた手法

は，１）上空からみて得られる情報－森林か非森林，

または，人工林か天然林－という粗い情報に限定，

２）写真等のデータは近年 60 年程度の蓄積しかな

い（時間的制約），３）町村誌等からは面的・広域な

情報が得られない（空間的制約），という問題があ

る．本研究は，森林に関する多様な管理情報を持

つ国有林史料を利用することで，従来の手法よりも

時空間的に長期かつ詳細な情報取得の可能性を

探り，これら史料の景観史研究に対する有用性を

明らかにすることを目的としている． 

(2) アプローチ： 空中写真や地形図から復元された森

林景観と国有林史料から復元された森林景観とを

比較するため，福島県南会津郡只見町の叶津集

落を対象として，集落範囲に該当する旧地形図，

空中写真，国有林史料(森林地図，森林計画書等)

の収集を行った．得られた史料の中で対象地に関

して最も古い森林情報をもつ1931年次の林相図を

ＧＩＳ上に復元した．復元する際には2011年現在の

林小班界の位置情報を参照し，1931 年の林相図

の幾何補正を行った（図１）．一方で，対象地の空

中写真撮影は 1931 年時点ではまだ行われていな

かったため，ほぼ同年次（1931～1933 年）に作られ

土地利用や景観の分析によく用いられる 5 万分の

１旧版地形図を元にして森林景観を復元し，両手

法から得られる森林情報の比較を行った． 

(3) 意義： 国有林史料を用いて情報源の少ない戦前

の森林景観をＧＩＳ上に復元することで，林齢や林

相，管理方法などについて地形図からは得られな

い詳細な情報を得ることが可能になった．国有林史

料は定期的に作成されているので，時系列に復元

することで，時空間的な分析を行うことが可能となる．

これらの情報は森林管理や地域史を研究する上で，

有用な情報となる． 

(4) 結果： 地形図を用いた森林景観の復元から 1930

年頃は対象地域の森林は基本的には広葉樹林で

あり，面的にまとまりをもつ針葉樹林は見られなか

ったことがわかった(図２)．林相図および森林計画

書からは，同地域はブナ・ナラ・カエデ等が優占す

る林齢約 50～150 年の林分が大多数を占めていた

こと，経営目的として地元集落への薪炭林提供の

ための林分や用材生産のための林分が存在して

いたことがわかった． 
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図１：1931 年林相図と 2011 年現在の林小班区画

(赤線)を重ねた図 

 
図２：1931-33 年地形図と 2011 年現在の林小班区

画（赤線）を重ねた図 


